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研究発表会ニュｰス

鵬⑨2年度地質調査所研究講演会｢理世紀のエネル

ギｰ1地熱｣聞かれる

6月12目,石垣記念ホｰル(三会堂ピル)で,㈲日

本産業技術振興協会と共催,日本地熱学会,㈲日本

地熱調査会,新エネルギｰ･産業技術総合開発機

構呈助新エネルギｰ財団の協賛で,地質調査所垣例

の講演会が開かれた.参加者は315名.

当日は害梅雨休みの好天に恵まれ,参加老の出足

もよく定刻の11時には満席となった､

21世紀のエネルギｰ資源の枯渇は,重要た問題

である.その中で,地熱資源は,適正な開発によっ

ては再生可能なエネルギｰであると共に,炭酸ガス

を排出しないクリｰンエネルギｰとして注目されて

いる.この地熱エネルギｰ資源の探査開発研究に,

30年以上も取り組んで来た地質調査所の成果を発

表するのに,1目では短すぎると予想された.それ

は葺参加者のアンケｰトにも時間の足りなさが指摘

されるほど内容豊富なものであった.

講演は21世紀の資源･環境と地熱エネルギｰ一

地質調査所小川克郎,地熱エネルギｰ開発利用への

取り組み一地質調査所長谷紘和,(特別講演)火山の

恵み一その地熱との関わり一北海道大学荒牧重雄,

熱水系の深部環境を地球化学デｰタから予測する一

地質調査所茂野博,地熱調査における物理探査の現

状と展望一地質調査所川村政和,地球環境と地熱資

源量評価一地質調査所宮崎芳徳,(特別講演)米国グ

レｰト･べ一スソ地域の地熱資源一ネバダ大学客員

陶山淳治の各氏である.講演内容は,日本産業技術

振興協会資料(No.217,122ぺ一ジおよび地質ニュ

ｰスno.456,457)からも読み取れるが,多くの資

料を用いての会場での様子が伝えられないのカミ残念

講演する地質調査所小川所長(上),特別講演者

の荒牧重雄氏と陶山淳治氏(中),講演にききい

る聴衆.

である(写真).とくに,地熱開発先進国アメリカで

地熱流体酒養について研究されている陶山氏の講演

は,多くの参加者に感動を与えた.

会の開催に当たっては,特別講演を引き受けて下

さった荒牧教授,陶山教授に深く感謝の意を表す

る.また,会場でのアンケｰトに御協力いただいた

方々にお礼申し上げます.アンケｰト結果について

は下記の通りです.

(研究発表会運営委員会事務局)
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7ンケｰト結果

回答数;81

1.講演会の開催は,何から知りましたか.(複数

可:回答数92)

関係業界団体からの案内=13地質調査所からの

案内=62JITAニュｰス=5地質ニュｰス

=9新聞記事等=3

2.今後,資源･エネルギｰ問題の講演会は,どん

な分野及び内容を希望されますか.

分野(複数可:回答数104)石油･天然ガス

=13石炭=6金属=11非金属=4地熱

=46海底鉱物=21エネルギｰ資源=1鉱物

資源=1火山=1回答なし=12

内容(複数可:回答数135)資源評価分布:34

探査=41成因=21環境=30開発:1国際

協力=1海洋開発=1温泉型金鉱床=1資源

量評価=1地熱流体流動解析:1酸性熱水対策

=1温泉=1金=1回答なし=8

意見;･過去の熱水系との合同シンポジウム.

国近年ハｰドの進歩によりリモｰトセンシ

ング技術が大幅に進歩しているが,限界

(技術的)はどこにあると思われるのか.

どこまで利用できるのかを特集Lて欲し

し･.

国マンガンノジュｰルの採取についての報

告を聞きたい.

国様々な資源量評価方法と比較.

国現在,地下資源の二一ズは何なのか.特

にニュｰセラミックの方の需要も考えて

みると,資源を考える上で関係があるか

と思います.

･地調での成果及び時代の要請を総合的に

勘案して実施されてはいかがでしょうか.

3.研究講演会の会場がr筑波｣でも,参加できる

でしょうか.

参加したい=56参加できない=21回答なし

�

4.地質調査所では,研究成果を様々な秒で提供し

ていますが,これまで利用されたことがあります

か.(複数可:回答数305)

地質図=66研究報告(月報,報告)=55地質ニ

ュｰス=66地質標本館=34地質相談所=6

地質文献目録=28GEOLIS(FD)=11研究発

表会=39回答なし=3

(意見希望等)

･毎度のことであるが会場の収納能力が小さい.も

う少し大きい会場を借りることはできないか.ま

た,座席だけだとメモがとり難い.

1992年9月号

田21世紀のエネルギｰ･地熱を太陽エネルギｰの

ように永久に利用し続けられるようにすることを

考えると,r熱水系ダイナミックスに関する研究｣

は,大変必要不可欠の研究と思います.一つ一つ

の地熱資源について利用できる(連続的に)熱エネ

ルギｰを決めて欲しいものです.採掘すれぼなく

なる石油,石炭,天然ガス,その他有用鉱物のよ

うにしてはならないと思います.特に,深層熱水

の場合が気がかりです.地熱利用(特に熱水利用)

で,問題点は溶存シリカに代表される.溶存物質

の熱利用の過程でのスケｰルとしての析出です.

これを上手に析出,除去(更に有効利用)する方法

を発明することも大切だと思います.ムｰンライ

ト計画で開発された省エネ技術を取り入れると,

低エネルギｰの地熱も利用可能なる.低温地熱

は,スケｰルの問題が少なく利用しやすい面もあ

ると思はれます.

国グロｰバル視野での地熱エネルギｰに関する考え

方の変化がよく理解され有意義であった.今後は

地球環境問題と密着した4次元的な考察が重要

だと思われる.

画地熱エネルギｰの多方面の活動状況が把握できて

大変有意義な講演会でした.今後とも特に興味あ

るものとして(1)持続可能な地熱エネルギｰ利用方

法(2)国際協力,特に開発途上国に対する技術協力

など日頃感じております.特に分野としては,地

球科学などの先導性と相まって日本の技術貢献が

期待され,その傾向が益々高まってくるものと思

われます.人口衛星による探査,分析,評価等ま

た海洋資源開発など将来の広がりを持った分野の

発表などを期待しています.

画地質調査所が筑波であるにも拘らず,このような

講演会を東京で開催されること継続されているこ

とに絶大な敬意を表します.そのことは地質調査

所の研究業績のPRにとどまらず,｢日本の地学｣

の社会への普及です1地学が一般に広く普及され.

ることは極めて重要です.今後も地道に継続され

ることを希望します.地質調査所がそのような役

割を果たされることを今後も期待します.

｡昨年から参加さ竜て頂いております.毎回有益な

講演をして頂き感謝致します.我々コンサルタン

トにとっては最新の技術開発,解析手法はかけが

えのない糧であり今後の技術進行等の指針として

有意義であります.調査所の業務の一都も請負っ

ておりますが,共同研究等も行って行きたいと考

えております.今後もこのような講演会を開催し

て頂き環境地質学を広めて下さい.�


